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プ 蕊
今

１
１

１
１【＝

ロ

膓軍篝百剣と名刀写し圃闘催しました。

耐震改修工事完成後の再オーブン記念企画展として｢天華百剣と名刀写し展｣を開催しました。

この展覧会は津山市の「津山ゆかりの刀剣再現プロジェクト」で制作した津山藩松平家ゆかり

の刀剣｢童子切安綱｣と｢石田正宗｣の写しのお披露目と､全国の名刀の写しと人気コンテンツ｢天

華百剣」とコラボレーションした企画展です。

当初会期は4月1日～5月24日まででしたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

4月18日～6月1日まで博物館を休館することとなったため、急渥6月2日の再開から8月

16日まで会期を延長する異例づくめの展覧会となりました。当館では人気コンテンツとのコ

ラボレーションした企画展は初めての試みでしたが、刀剣ファンの方のみならずキャラクター

のファンの方も数多くご来館いただき、多くの方に当館を知ってもらえるきっかけになったと

思います。

11

一

一

鍛
岨
「

一

回
「
‐

熱Ｉ
陸

知

一
一一《Ｊ

・》

客

’

展示会場の様子

ｐ

８

■

■

■

■

■

■

－も

I
必

({可
I

ド

帥
一
一

麺

Ｉ
ｊ

4月11日ギャラリートークの様子
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特別展

雌雲姉。 早雨三
伸

壼

I

を圃催いたします｡

津山市と友好都市である出雲市、諫早市との交流を深めるため、両市の文化財などを展示し

歴史文化を紹介する特別展を開催いたします。

関連イベントとして、出雲市、諫早市の歴史・文化についてお話いただく記念講演を開催い

たします。

《
云
合
云

期：令和2年10月24B(r)～1 1月29B(B)

場：津山郷士博物館3階展示室

講演会： 11月1日（日）午後1時30分～

会場：津山圏域雇用労働センタ一

定員:40名

※事前予約は不要。当日先着順となります。

※今後の新型コロナウイルス流行の状況によっては、

場合がございますので、あらかじめご了承ください。

関連イベントを中止させていただく

Lヨ

染付唐人龍踊文三段重【亀山焼】

（諫早市美術・歴史館蔵）

4

汀

白糸威鎧（復元）

(出雲文化伝承館蔵）

特殊壷･器台(西谷2号墓）

（出雲弥生の森博物館蔵） 、

、

’
御船行列図（部分）

（諫早図書館蔵）

3
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は
じ
め
に

津
山
藩
松
平
家
文
書
の
中
に
は
国
元
日
記
を
は
じ

め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
所
の
日
記
が
の
こ
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
日
記
に
つ
い
て
、
『
津
山
市
史

第
四
率
奮
で
は
、
「
現
在
残
さ
れ
て
い
る
諸
日
記
は
、

津
山
入
部
以
来
残
さ
れ
て
い
る
国
元
日
記
・
江
戸
日

記
を
除
け
ば
、
勘
定
奉
行
日
記
は
寛
保
元
年
（
一
七

四
二
か
ら
、
郡
代
日
記
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

か
ら
、
町
奉
行
日
記
は
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
か

ら
の
も
の
が
残
存
す
る
。
留
守
居
方
日
記
や
右
筆
日

記
は
文
化
文
政
期
（
一
八
○
四
～
二
九
）
か
ら
し
か

残
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
日
記
は
そ
れ
以
前
の
も

の
が
失
わ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
大
村
荘
助
の
提
言

に
よ
っ
て
編
集
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
方
が
よ

い
で
あ
ろ
う
。
」
と
し
て
い
ま
す
。
大
村
荘
助
は
、
熊

本
藩
士
大
村
源
内
の
三
男
で
、
部
屋
住
み
の
ま
ま
上

方
に
遊
学
し
、
明
和
元
年
江
戸
で
召
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

明
和
八
年
御
側
勤
と
な
り
、
家
中
武
士
へ
学
問
世
話
も

命
じ
ら
れ
、
藩
王
康
哉
が
お
こ
な
っ
た
藩
政
改
革
に
も

関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
註
１
）
。

大
村
は
、
藩
王
へ
の
提
言
（
口
上
書
）
の
な
か
で
、
「
津

山
藩
は
総
体
と
し
て
記
録
の
仕
方
が
良
く
な
い
、
詳

し
く
な
い
、
明
白
で
な
い
。
津
山
領
有
以
来
、
そ
の
時
々

の
藩
か
ら
出
さ
れ
た
命
令
や
各
役
所
で
さ
し
あ
た
つ

鈴
木
喜
右
衛
門
ｌ
改
革
前
か
ら
記
録
整
備
を
し
て
い
た
町
奉
行
Ｉ
東
万
里
子

津
山
藩
松
平
家
文
書
に
の
こ
る
町
奉
行
・
郡
代
日
記

鈴
木
喜
右
衛
門
は
、
寛
保
二
年
に
郡
代
役
、
寛
延

三
年
（
一
七
五
○
）
に
町
奉
行
、
宝
暦
四
年
七
月
に

大
目
付
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
津
山
藩
松
平
家
文
書

の
中
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
町
奉
行
日
記
と
郡
代
日
記

の
一
番
古
い
年
の
も
の
は
、
ど
ち
ら
も
鈴
木
喜
右
衛

門
が
筆
者
と
な
っ
て
い
ま
す
（
７
頁
表
の
青
字
の
な

か
で
一
番
古
い
年
の
も
の
）
。

宝
暦
十
年
、
幕
府
内
に
お
い
て
、
津
山
藩
が
宝
暦

四
年
に
行
っ
た
無
宿
人
へ
の
処
罰
に
つ
い
て
疑
義
が

出
た
と
き
（
註
３
）
、
宝
暦
四
年
の
町
奉
行
日
記
な
ど

て
取
り
計
ら
っ
た
こ
と
が
、
形
に
な
っ
て
残
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
」
と
疑
問
を
呈
し
ま
し
た
（
註
２
）
。

大
村
の
提
言
に
よ
り
、
藩
主
康
哉
の
藩
政
改
革
の
な

か
で
津
山
藩
の
記
録
整
備
は
進
ん
で
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に
も
、
記
録
を
整
備
し

は
じ
め
て
い
た
人
物
が
津
山
藩
の
中
に
い
ま
し
た
。
鈴

木
喜
右
衛
門
で
す
。
鈴
木
の
仕
事
は
大
村
に
も
評
価
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
鈴
木
の
仕
事
を
追
う
の
と

同
時
に
、
大
村
の
提
言
以
前
に
お
い
て
諸
役
所
の
日

記
が
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
か
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

矢
吹
正
則
が
写
し
た
町
奉
行
・
郡
代
日
記

矢
吹
家
文
書
「
津
山
藩
棚
奉
怖
御
用
日
記
」
（
註
６
）

に
は
、
①
元
文
四
年
一
月
～
二
月
の
郡
代
日
記
抜
粋
、

②
寛
保
四
年
二
月
～
十
二
月
の
郡
代
日
記
、
③
寛
延
二

年
一
月
～
六
月
の
郡
代
日
記
④
寛
延
四
年
の
町
奉
行

を
参
考
資
料
と
し
て
津
山
藩
の
江
戸
屋
敷
へ
送
っ
て

い
ま
す
（
註
４
）
。
大
村
荘
助
が
記
録
整
備
を
提
言
す

る
前
の
こ
の
時
点
で
、
宝
暦
四
年
の
町
奉
行
日
記
は

バ
ラ
バ
ラ
し
た
メ
モ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
あ

る
程
度
日
記
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
町
奉
行
日
記
に
は
、

大
目
付
か
ら
内
々
に
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

「
先
役
日
記
相
調
へ
候
と
こ
ろ
、
宝
暦
三
酉
年
鈴
木
喜

右
衛
門
当
役
の
節
、
御
奏
者
大
目
付
町
奉
行
一

所
に
御
用
所
へ
罷
出
候
趣
正
月
五
月
日
記
明
白
に
相

見
え
候
に
つ
き
、
（
中
略
）
大
目
付
村
山
平
学
へ
申
達

し
、
宝
暦
三
年
の
日
記
一
覧
に
入
れ
」
（
註
５
）
と
あ
り
、

鈴
木
喜
右
衛
門
が
町
奉
行
だ
っ
た
宝
暦
三
年
の
日
記

が
存
在
し
、
明
和
六
年
の
町
奉
行
が
参
照
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
宝
暦
三
年
の
町
奉
行
日
記
は

現
在
津
山
藩
松
平
家
文
書
に
の
こ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
矢
吹
家
文
書
に
そ
の
写
し
の
一
部
が
あ
り
ま
す
。

4
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日
記
、
⑤
宝
暦
三
年
の
町
奉
行
日
記
抜
粋
、
⑥
宝
暦
九

年
の
御
使
番
月
番
日
記
、
⑦
宝
暦
十
一
年
の
町
奉
行
日

記
抜
粋
、
⑧
宝
暦
十
一
年
一
月
と
六
月
一
部
の
郡
代
日

記
、
⑨
宝
暦
十
四
年
の
町
奉
行
日
記
、
⑩
明
和
六
年
一
月

の
郡
代
日
記
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
７
頁
表
の
赤

字
部
分
）
。
分
量
は
ま
ち
ま
ち
で
、
六
十
頁
を
こ
え
る

も
の
か
ら
、
一
頁
し
か
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
筆

跡
は
す
べ
て
同
じ
で
、
現
在
津
山
藩
松
平
家
文
書
に

の
こ
っ
て
い
な
い
年
の
も
の
で
す
（
表
を
み
る
と
、

赤
字
と
青
字
に
重
複
が
な
い
）
。
⑤
宝
暦
三
年
の
町
奉
行

日
記
に
、
朱
書
き
で
「
矢
吹
正
則
云
」
（
註
７
）
と
書

き
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
矢
吹
が
①
～
⑩
の
元
に
な

る
資
料
を
見
つ
け
、
書
き
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
内
容
に
ム
ラ
が
あ
る
も
の

の
、
津
山
藩
松
平
家
文
書
中
に
残
っ
て
い
る
も
の
よ

り
古
い
時
期
の
日
記
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
宝
暦
三
年
の
町
奉

行
日
記
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
明
和
六
年
の
段
階
で

す
で
に
当
時
の
町
奉
行
が
参
照
で
き
る
状
態
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
先
役
日
記
を
調
べ
た
と
こ
ろ

宝
暦
三
年
の
日
記
中
に
そ
の
事
柄
が
見
つ
か
っ
た
」

（
註
８
）
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宝
暦
三
年
の
日
記
以

外
に
も
蓄
積
さ
れ
た
日
記
が
あ
り
、
明
和
九
年
か
ら

始
ま
る
国
元
に
お
け
る
藩
主
康
哉
の
藩
政
改
革
以
前

か
ら
そ
れ
ら
を
参
照
し
仕
事
を
進
め
て
い
た
こ
と
が

津
山
藩
松
平
家
文
書
に
な
い
町
奉
行
日
記

矢
吹
正
則
が
書
き
写
し
た
「
津
山
藩
棚
奉
術
御
用

日
記
」
に
よ
っ
て
、
現
在
津
山
藩
松
平
家
文
書
中
に

の
こ
っ
て
い
る
も
の
以
前
の
年
に
つ
い
て
も
町
奉
行
・

郡
代
日
記
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の

他
に
も
、
ど
こ
か
の
時
点
で
津
山
藩
松
平
家
文
書
群

と
は
ぐ
れ
て
し
ま
っ
た
町
奉
行
日
記
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

津
山
藩
松
平
家
文
書
中
の
町
奉
行
日
記
の
表
紙
に

は
通
番
ら
し
き
漢
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
（
表
の
町
奉
行
名
の
右
に
こ
の
漢
数
字
を
補

記
）
。
途
中
一
年
に
二
分
冊
の
も
の
も
あ
っ
た
の
か
一

年
に
二
つ
番
号
が
進
ん
で
い
る
様
子
も
あ
る
の
で
す

が
、
お
お
よ
そ
文
化
四
年
ま
で
一
年
（
一
冊
）
で
一

つ
ず
つ
番
号
が
増
え
て
い
ま
す
。
津
山
松
平
藩
文
書

中
一
番
古
い
町
奉
行
日
記
で
あ
る
宝
暦
四
年
は
か
ろ

う
じ
て
「
五
」
と
読
め
そ
う
な
文
字
、
宝
暦
六
年
は
「
七
」

（
写
奉
景
山
、
宝
暦
八
年
は
「
九
」
、
と
い
っ
た
具
合
で

あ
り
、
こ
の
通
番
を
付
す
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
は

宝
暦
四
年
塁
削
の
．
～
四
」
が
付
さ
れ
た
町
奉
行
日

記
が
現
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
単
純
に
逆
算

し
て
考
え
れ
ば
宝
暦
三
年
が
「
四
觜
宝
暦
二
年
が
「
三
」
、

宝
暦
元
年
が
「
三
、
寛
延
三
年
が
「
こ
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
と
、
通
番
が
付
さ
れ
る
よ
う
に

わ
か
り
ま
す
。

な
っ
た
時
点
で
一
番
古
い
町
奉
行
日
記
で
あ
っ
た
寛
延

三
年
は
、
鈴
木
喜
右
衛
門
が
町
奉
行
に
な
っ
た
初
年
に

あ
た
る
の
で
す
。

大
村
荘
助
が
鈴
木
の
記
録
を
評
価

大
村
は
、
改
革
を
志
す
藩
主
康
哉
へ
提
出
し
た
口

上
書
の
な
か
で
、
津
山
藩
の
記
録
整
備
の
不
備
を
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
「
町
奉
行
所
之
記
録
は
、
先
年
鈴

木
喜
右
衛
門
勤
候
時
く
わ
し
く
便
利
に
仕
置
四
年
申

候
こ
の
ご
と
く
御
座
候
は
ぱ
、
上
下
ま
ど
ひ
御
座
無

く
」
（
写
真
②
）
と
鈴
木
が
町
奉
行
所
の
記
録
を
く
わ

し
く
便
利
に
整
え
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

鈴
木
が
町
奉
行
だ
っ
た
の
は
寛
延
三
年
か
ら
宝
暦
四

一
一
一

Lk4，

＃
４

索
濯
洗

毘曾

｜
む

り

c

l

il
r‘

■

■■

〃

鯛画夘睦
k

ゴ
、

ウ

琴
△
１
ｄ
ｐ

灘j
一一

。

写真①右：宝暦四年の町奉行日記

左：宝暦六年の町奉行日記

※漢数字の部分を赤丸で強調
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P､＜- J
平
井
五
郎
右
衛
門
と
記
さ
れ
、
抜
粋
で
あ
り
一
頁
と

二
行
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
次
に
年
代
の
古
い
②
ｒ
⑤

に
は
鈴
木
喜
右
衛
門
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
も
と

は
鈴
木
が
書
き
残
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
②
の
郡
代
日
記
は
約
三
十
頁
、
③
の
郡
代
日

記
は
半
年
で
約
二
五
頁
、
④
寛
延
四
年
町
奉
行
日
記
は

約
六
五
頁
、
⑤
宝
暦
三
年
町
奉
行
日
記
抜
粋
は
約
三
十

頁
で
、
抜
粋
で
な
け
れ
ば
も
っ
と
分
量
が
あ
っ
た
は
ず

で
す
。
鈴
木
は
、
郡
代
を
経
て
町
奉
行
と
な
り
、
年
々

よ
り
詳
細
に
記
録
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

藩
主
康
哉
は
、
「
諸
日
記
殊
の
外
念
入
相
記
し
跡
役

の
も
の
是
を
見
候
へ
ば
其
侭
勤
め
候
様
に
仰
付
け
ら

れ
」
「
或
時
諸
役
人
衆
に
今
日
中
に
銘
々
勤
向
心
得
手

さ
き
ほ
ど
述
べ
た
矢
吹
家
文
書
澤
山
藩
哩
怖

御
用
日
記
」
中
で
、
も
っ
と
も
年
代
の
古
い
①
は
、

年
ま
で
の
四
年
間
で
、
大
村
が
津
山
藩
に
召
し
出
さ

れ
る
よ
り
前
の
こ
と
で
す
。

切
り
堀
ｆ
侭
〆
ね
擢
駒
ｒ
愚
浪
悪
隙
蘭
ｒ
Ａ
Ｋ
豚
覗
降

電
人
隆
州
蝿
従

は
妙
侭
、
。
↑
仏

小
刷
斗
思
わ
〃
侭
胸
吋
イ
砿
鼻
電
偲
咋
障
Ⅲ
鴫
曜
附
崎
曝
つ
’
１
総
諭
岫
峨
収
班
”
他
耐
で
赤
ハ
ツ

●

1

、

写
真
②
「
口
上
書
」

大
村
の
提
言
前
か
ら
町
奉
行
日
記
は
あ
る
程
度
整
備

さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
仕
事
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
鈴
木
は
、
康
哉

が
宝
暦
十
二
年
に
十
才
で
家
督
を
継
い
だ
翌
年
の
宝

暦
十
三
年
か
ら
御
守
役
に
な
り
、
明
和
五
年
に
康
哉
が

無
事
初
入
国
を
果
た
す
と
同
時
に
津
山
へ
帰
っ
て
い
ま

す
。
鈴
木
が
幼
い
康
哉
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
も
気
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
留
守
居
役
日
記
は
文
政
六
年
（
一
八

二
三
）
か
ら
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
の
「
御

留
守
居
方
之
日
記
役
」
と
い
う
役
職
は
宝
暦
十
年
（
一

七
六
○
）
に
出
て
き
ま
す
（
註
加
）
。
こ
の
こ
と
は
、

少
な
く
と
も
宝
暦
十
年
に
は
、
個
人
的
な
メ
モ
で
は

な
く
、
藩
の
記
録
と
し
て
江
戸
留
守
居
の
日
記
が
記

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

町
奉
行
所
な
ど
の
各
役
所
の
日
記
は
大
村
の
提
言
前

扣
帳
差
出
候
様
仰
付
ら
れ
候
」
（
註
９
）
と
記
録
を
重

視
し
て
い
ま
し
た
。
大
村
の
提
言
は
、
藩
主
康
哉
に

記
録
整
備
の
必
要
性
を
主
張
し
た
と
い
う
点
で
重
要

で
、
諸
日
記
の
記
録
は
よ
り
詳
細
に
な
っ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
津
山
藩
の
記
録
整
備
に
つ
い
て
考

え
る
と
き
、
大
村
の
提
言
以
前
か
ら
津
山
藩
内
に
お

い
て
記
録
の
重
要
性
に
気
づ
き
、
整
備
を
進
め
て
い

た
鈴
木
喜
右
衛
門
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
こ
と
も
見

逃
せ
な
い
こ
と
で
す
。
鈴
木
ら
の
仕
事
に
よ
っ
て
、

註討
10 9

訂
８
註註註
7 6 5

註
４

註註訂
3 2 1

か
ら
整
備
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

宝
暦
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
に
江
戸
よ
り
町
奉
行
・
郡

代
日
記
そ
の
他
を
順
次
返
し
て
い
る
旨
の
記
述
も
あ
る
。

正
月
十
二
日

矢
吹
家
文
書
弓
斎
叢
書
十
九

矢
吹
正
則
（
天
保
四
年
～
明
治
三
十
八
年
）
美
作
地
方
の

地
理
・
歴
史
の
資
料
の
収
集
・
編
さ
ん
に
尽
力
し
た
。
雪
岡

山
県
歴
史
人
物
事
典
』
）
。

先
述
の
「
町
奉
行
日
記
」
明
和
六
年
正
月
十
二
日

「
堕
涙
口
碑
」
会
温
知
念
蓮
第
一
編
）

「
江
戸
日
記
」
宝
暦
十
年
四
月
十
八
日
に
島
田
訓
意
が
「
御

留
守
居
方
之
日
記
加
径
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
註
４
で
述
べ
た
偽
札
事
件
の
際
、
江
戸
藩
邸
に
お
い

て
鈴
木
が
書
い
た
宝
暦
四
年
の
町
奉
行
日
記
を
参
照
し
た

す
ぐ
後
に
あ
た
る
。

『
津
山
市
史
第
四
率
奮

『
津
山
市
史
第
盟
套

宝
暦
四
年
無
宿
人
が
津
山
藩
領
で
偽
札
を
つ
く
っ
て
い
た

事
件
。
津
山
藩
は
幕
府
に
知
ら
せ
ず
処
罰
し
、
そ
れ
が
宝

暦
十
年
、
幕
府
内
で
問
題
と
な
っ
た
。
（
笠
谷
和
比
古
著
壷

戸
留
守
居
役
近
世
の
外
交
一
旦
）

「
国
元
日
記
」
宝
暦
十
年
二
月
五
日
に
は
、
江
戸
か
ら
「
宝

暦
四
戌
年
一
件
之
有
之
候
町
奉
行
日
記
井
文
通
留
帳
指
越

さ
る
べ
し
」
と
指
示
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
「
国
元
日
記
」
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表：津山松平藩文書にのこされた初期の町奉行・郡代日記と矢吹家文書「津山藩町奉行／郡代御用日記」に収録されている町奉行・郡代日記

※日記がのこされている年について、当該期間の日記の表紙や冒頭などに記されていた町奉行・郡代の名前を記入。津山松平藩文書中の日記

については青字で、 『津山藩町奉行／郡代御用日記」に収録されているものは赤字。当該期間の日記はあるものの、町奉行・郡代名が明記さ

れていない場合は（○○名なし）と記入。月が記されていないものは1～12月まで。空欄の年は津山松平藩文書および矢吹家文書惇山藩

町雪ﾃ／郡代御用日記」に日記なし。

当該期間の町奉行日記の筆

者と考えられる人物

※表紙に漢数字がある場合は「●」

と記入

当該期間の郡代日記の筆

者と考えられる人物

蕊二分冊になっている年あり

鈴木喜右衛門の略履歴 大村荘助の略履歴 備 考

2月8日御蔵奉行元文3年

元文4年

寛保2年

延享元年

延享2年

寛延元年

1738

1739

1742

1744

1745

1月～2月平井五郎右衛門

9月23日郡代役

2月～12月鈴木喜右衛門

1月～6月鈴木喜右衛門

1月～7月鈴木喜右衛門

8月～12月鈴木喜右衛門
1748

1月～6月鈴木喜右衛門

7月～12月鈴木喜右衛門
寛延2年 1749

1月～5月（郡代名なし）

7月～12月井上弥三兵衛
7月1日町奉行寛延3年 1750

宝暦元年

宝暦2年

宝暦3年

17511鈴木喜右衛門

17521
17531鈴木喜右衛門

1月～6月井上弥三兵衛

7月～12月井上弥三兵衛

鈴木喜右衛門・

井上弥三兵衛 「五力」
7月28日大目付1月～6月井上弥三兵衛1754宝暦4年

1月～6月井上弥三兵衛》
一
》
》
｜
》

ｊ
ｊ
七
九
ｒ
ｒ

衛
衛
衛

兵
兵
兵

一
一
一
一
一
一
一
一
一

弥
弥
弥

牡
牡
牡

５
６
７
８

５
５
５
５

７
７
７
７

１
１
１
１ 井上弥三兵衛

1759宝暦9年

宝暦4年の町奉行・

郡代日記を江戸へ

送って参照する。

宝暦10年 1760

1月と6月（郡代名なし）

1月～3月大沢三平

年
年
年

１
２
３

１
１
１

暦
暦
暦

宝
宝
宝

17611大沢三平

17621大沢三平｢十五」
1763 3月江戸引越7月御守役

6月5B君淵大沢三平明和元年 1764 大沢三平

大沢三平「十九」明和3年 1766

3月～6月平井半平

7月～12月平井半平・

栗原新五兵衛

大沢三平・平井半兵・

井上弥三兵衛「廿」
1767明和4年

井上弥三兵衛・永井甚太夫

「廿-j
5月22日津山へ7月～12月栗原新五兵衛明和5年 1768

宝暦3年の町奉行日

記を参照する。
4月12日死去永井甚太夫「廿二」 1月栗原新五兵衛明和6年 1769

永井甚太夫・大沢三平脳

三」
7月～12月山岡与左衛門明和7年 1770

7月18日御小性組御側

勤1771|栗原新五兵衛｢廿四」

'7721需震兵衛大沢三平

栗原新五兵衛「廿四」1771 勘定奉行方請持中勘定奉行方請持中

1月～8月栗原新五兵衛・

大村荘助

明和8年

8月国元での改革

はじまる
6月21日郡代役明和9年

朝
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お知ら塑 柵D彦1〃鞄クト。 訓UてI一
一一

○夏休みの子供講座

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今年度は中止させていただきます。

○古文書講座

今年度は9月から翌年3月までの6回、第3木曜日に開催いたします。

※今年度は会場の3密を避けるため、定員を20名に減らして開催いたします。

日程

第1回 9月17日 第2回 10月15日 第3回 11月19日

第4回来年1月21日 第5回 2月18日 第6回 3月18日

会場

当館2回研修室

○文化財めぐり

今年度は回数を2回に減らじて開催いたします。

11月14日（土） 3月20日（土）

、

※上記のイベント ･講座につきましては今後の新型コロナウイルス 程

の変更、または させていただく場合がございますのでご了承ください。

当館の新型コロナウイルス感染拡大防止策について

新型コロナウイルス感染拡大を防ぎ、 皆様に安心してご観 ご理皆いただけるよう、 次の点等I 皇

解とご協力をくださいますようお願いいたします。

○咳や発熱の風邪の症状、息苦しさや強いだるさなどがある方は、入館を差し控えてください。

○マスクの着用やせきエチケットにご協力ください。感染拡大防止のため、職員もマスクを着用

していますので、ご了承ください。

○受付設置の消毒液で手指をよく消毒じてから、展示室へお進みください。

○展示室では、密にならないよう人との距離を最低1メートルは取りながら、お静かにご観覧くだ

さい。

○密集状態を避けるため、混雑時には入館を制限させていただく場合があります。

○館内で体調が悪くなった場合は、職員にお知らせください。
ノ氏

〆 ､ 『 、

入館のご案内

【開館時間】午前9：00～午後5：00

【休館日】毎週月l1W日･祝日の翌日

年末年始(12月29日～1月3日･その他）

【入館料】一般300円(30人以上の団体の場合240円）

商校･大学生200円(30人以上の団体の場合160円）

65歳以上200円(30人以上の団体の場合160円）

中学生以下･ '朧害者手|帳を提示された方は､入館料が無料です

※4月1日から入館料が改定となっておりますも

鰯：博土 博物館だより｢つはく」No．105令和2年8月1日

[編集発行］津山郷士博物館

〒708-0022岡山県津山市山下92

Tel (0868)22-4567 Fax(0868)23-9874

E-mail tsu-haku@tvtnejp

[印 刷］有限会社二葉印刷

ノ ノ

土は､津山松平藩の槍印で剣大といい､現在津山市の市章となっていま戒
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